
 

はじめに 
 京都大学に霊長類研究所が 1967年に創設され、愛
知県犬山市に造られることとなった。私は、そこの
神経生理研究部門の助教授として赴任することに
なった。そこでは、それまでに殆んど解明されてい
ない前頭前野の働きを調べることとし、当時可能と
なった慢性電極（白金イリジウム入り硝子電極）を
使って、学習させた行動を遂行中のサルの前頭前野
ニューロンの活動を記録・解析することにした。用
いた学習課題は遅延反応で、サルは視覚刺激の場所
を覚えて反応しなければならなかった。実験は成功
し、二つの論文 1, 2）を J. Neurophysiol. に発表するこ
とが出来た。以後、今日まで、前頭前野の研究を続

けている。 

 二つの論文は、場所のワーキングメモリーが前頭
前野の背外側部で保持され、それに基づいて、サル
がキー押しをする時の神経細胞活動を記載したもの
であったが、1）世界で始めて、学習した行動を行
うときの前頭前野の神経細胞活動を記録したこと、
2）研究の仕方が、その後、Neuroimagingで行われ
る研究の原型になっていることで、注目されるよう
になった。図 1と図 2で、論文がどんなものかを紹
介する。 

 認知症では、初期の段階からワーキングメモリー
機能が傷害され 3）、運動スキルの学習やエピソード
記憶も傷害される 4, 5）。しかし、ワーキングメモリー
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スクリーンが上がると、サルは左のキーをおす。前頭前野ニューロ
ンが活動する。 手前のキーだけあって、おしても活動しない。

モンキーチェアのサルの前頭部にシ
リンダーが埋め込んであり、ニューロ
ン活動を記録する。

技術的な困難、学習させること
の難しさなどなど

Ｊ． Ｎｅｕｒｏｐｈｙｓｉｏｌ． ３４
：３３７－３４７ （１９７１）

第一論文「サルが遅延交代反応をしている時の
前頭前皮質ニューロン活動」

論文の書き出し

 
図 1 

- 51 - 



 

 

パネルと、キーを押してるサル

左：ユニット

筋電図

右：ユニット

筋電図

1，2と3は連続記
録。9秒の遅延の
遅延反応

左ランプ

右ランプ

左右のランプ

右ランプに特異的に反応してる。
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図 2 

の治療を行った報告が見当たらないのに、運動スキ
ルやエピソード記憶の治療が可能となっている。 

 本発表では、認知症のワーキングメモリー機能を
改善するのに、何をなすべきかを考察する。 

・ MCI でも認知症でもワーキングメモリー機能は
傷害される 

Gagnonらの報告 3）を紹介する。 

・ 運動スキルの学習、記憶学習の実際の紹介 

Van Halteren-van Tilborg らの総説 4）、Belleville

らの論文 5）を紹介する。 

・ ワーキングメモリーのコリン性修飾 

Zhouら 6）のサルの研究を紹介する。 

・ エキササイズと認知機能 

Lautenshlagerら 7）、Haradaら 8）、Colcombeら 9）

の研究について論じる。 

・ 脳萎縮とビタミン B12の関係 

最近の研究 10）を紹介し、必要性を論じる。 

おわりに 
 以上の考察から、スロー・ジョギングをすること
で、MCIや認知症で、ワーキングメモリー能力を高
められると考える。アセチルコリン、ビタミン B6、
葉酸、B12も摂取しなければならない。 
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 この論文は、平成 23年 11月 26日（土）第 19回
東北老年期認知症研究会で発表された内容です。 
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